
菊
}池
氏

の
誠
忠

と
大
智
暉
師

(
こ

菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
繹
師

釘

宮

武

雄

幽

延
元
四
年

(
皇
紀

一
九
九
九
年
)
八
月
十
六
日

(
太
陽
暦
九
月

二
十
七
避
)
、

後
醍
醐
天
皇
が
吉
野

の
行
宮

に
崩

御
さ
れ
て
後
、
今
年
は
丁
度
六
百
年
目

に
相
當
す

る
が
、
そ
れ
に

つ
け
て
も
偲
ば
れ

る
こ
と
は
、
あ

の
我
國
政
治
史

上
の
狂
齪
怒
濤
時
代
に
あ

つ
て
、
遙

か
西
唾

に
勤
王
の
大
義
を
誤
ら
す
、
中
央
勤
モ
の
諸
將
と
相
呼
鷹
し
て
建
武
中

興
の
大
業
を
翼
賛
し
奉

つ
た
菊
池

一
門
の
誠
忠
史
で
あ
る
。
當
時
九
州

に
は
北
に
少
拭
氏
が
あ
り
、
東

に
大
友
氏
が

あ
り
、
南

に
島
津
氏
が
あ
り
、
何
れ
も
武
家
方
と
し
て
博
多
に
於
け
る
九
州
探
題

の
威
令
に
服
し

て
ゐ
た
し
、
そ
の

間
に
介
在
す
る
大
小
の
豪
族
も
亦
こ
れ
に
追
随
し

て
大
抵
は
武
家
方
で
あ

つ
た
。

こ
の
間

に
あ

つ
て
絡
始
孤
忠
を
守

り
、
大
義
の
た
め
に
家
門
の
安
泰
を
捨
て
、
勝
敗
に
か
～
は
ら
す
戦
ひ
ぬ
い
た
も

の
は
菊
池

一
門

で
あ

つ
た
。

も
の

の

ふ

う

に

や

。

か

ぶ
ら

武

士

の

上

矢

の

鏑

一
筋

に

思

ふ

心

は

紳

ぞ

知

る

ら

ん

こ
れ
は
菊
池
武
時
が
密

に
九
州
探
題
北
條
英

時
を
討

つ
心
組
を
以
て
英
蒋

の
召
に
鷹
じ
て
博
多

に
出
登
す
る
前

に
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阿
蘇
宮

に
詣

で
胡
篠
の
表
矢
を
獄
じ
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
我

々
は
こ
、
に
武
時
の
至
誠

の
紳
明

に
通
ず
る
も
の
あ

る
を
見

る
と
共

に
、
そ
れ
が
直
ち

に
菊
池

一
門
の
蓋
忠
精
紳
の
象
徴

で
あ
る
こ
と
を
感
す
る
の
で
あ
る
。
一
訟
に
は
、

も
の
の
ふ

こ
の
歌
は

「
武
士
の
や
た
け
心
の

一
筋

に

お
も
び
き
る
と
は
紳
は
知
ら
ず
や
」
と
し
て
有
名

で
あ
り
、
武
時
が
巳

に
兵
を
博
多

に
進
め
る
途
上
、
櫛
田
就
の
前

に
差
し
か

～
つ
た
際
、
武
時
の
馬
が
動
か
な
く
な

つ
た

の
で
、
こ
の
歌

を
詠
じ
て
聯
殿

に
向

つ
て
矢
を
放

つ
た
も
の
で
あ
る
と
も
傳

へ
ら
れ
る
。
何
れ
が
史
實
な
り
や
知

る
由
も
な
い
が
、

も
し
後
者
が
史
實
な
り
と
す
れ
ば
、
我
々
は
之
を
炉
の
李
重
盛

の

「,忠
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
孝
な
ら
す
、
孝
な
ら
ん

と
欲
す
れ
ば
忠
な
ら
す
」

と
い
ふ
文
人
的
苦
悶
と
封
照
し
て
、
そ
れ
の
持

つ
武
断
的
,
實
行
的
.
現
實
的
迫
力
に
魅

了
せ
ら
る
～
と
共
に
、
大
義

の
た
め
に
身
を
捨

て
果

て
た
も
の
、
持

つ
翼
實

に
燭
れ
る
の
感
を
深
く
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

,

武
時
が
護
良
親
王
の
令
旨
を
奉
じ
た
の
は
元
弘
三
年

(
一
九
九
三
年
)
正
月
で
あ
り
、
探
題
邸
に
討
死
し
た
の
ば

三
月
十
三
日
で
あ

る
。
後
醍
醐

天
皇
が
陰
岐
か
ら
倍
誉

の
船
上
山
に
入
御
あ
ら

せ
ら
れ
た
の
が
閏

二
月
二
十
四
日
で

あ
り
、
北
條
高
時
が
濃
し
て
幕
府
の
倒

れ
た
の
が
五
月
二
十
二
日
で
あ
り
、

天
皇
が
京
都

に
御
還
幸
の
上
、
建
武
中

興
の
大
業
を
成
就
せ
ら
れ
た
の
が
六
月
で
あ
る
。
武
時

の
基
兵
は
、
未
だ
中
興
の
大
業
が
海
の
も
の
と
も
山
の
も
の

と
も
わ
か
ら
す
、
中
央
の
諸
氏

で
さ

へ
多
く
幕
府
の
旗
下
に
屡
じ
て
千
早
城
に
楠
木
正
成
を
攻
め
て
ゐ
る
時
で
あ

つ

た
こ
と
を
思

へ
ば
、
そ
れ
が
如
何

に
打
算
を
無
親
し
醇
乎
勤
王
の
至
誠

に
出

で
た
も
の
で
あ

つ
た
か
を
知
り
得
る
。

菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
輝
師

(
二
)
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菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
輝
師

(
三
)

大
業
成
就

の
曉
、
御
前
會
議

に
於
て
、
正
成
が
武
時
を
以
て

「
忠
厚
尤
爲
二
第

一
一」
と
推
奨

し
た
と
い
ふ
の
も
當

然

で
あ
る
。
武
時
は
戦
死
の
前
、
嫡
男
武
璽
を
呼
ん
で

「
天
下
の
爲
に
留
る
」

べ
き
を
諭
し
肥
後

に
蹄
ら
し
め
た
。

こ

れ
は
後
年
櫻
井
騨

に
於
け
る
楠
公
父
子
訣
別
の
話
と
好

一
封
の
話
柄
で
あ
る
。
大
義
あ

つ
て
生
死
な
き
英
雄
の
心
事

は
期

せ
す
し
て
軌
を

一
に
す

る
も

の
か
。
建
武

二
年

(
一
九
九
五
年
)
武
重
は
弟
武
薦
、
武
敏
を
肥
後
に
止
め
て
・

自
ら
は
上
洛
し
た
。
た
ま
く

足
利
奪
氏
の
叛

に
遭
ひ
、
或
は
箱
根

に
先
陣
を

つ
と
め
、
或
は
京
洛
よ
り
賊
軍
を
追

ひ
、
越
え

て
延
元
元
年

(
一
九
九
六
年
)
五
月

に
は
奪
氏

の
東
上
を

兵
庫
に
遽

へ
撃

つ
等
、
義
貞
、
正
成
等
勤
王
の

諸
將
と
相
協
力
し
て
忠
勤
を
勧
ん
だ
。

こ
の
間
、
大
渡
の
戦

に
は
叔
父
武
村
を
失
ひ
、
湊
川
の
戦

に
は
弟
武
説
を
失

つ
た
。
殊
に
武
吉
は
武
重
の
命
に
よ
り
正
成
の
戦
況
を
問
う

て
湊
川

に
行
き
、
た
ま
く

正
成
、
正
季
の
相
刺

さ
んむ

と
す
る
に
遭

つ
て
、
そ
の
ま

、
倶

に
割
腹
し
た
も
の
で
あ
る
。
楠
氏
と

の
交
情

の
如
何
に
密

で
あ

つ
た
か

寓
わ
か
る

武
重
は
延
元
元
年
十
月
、
奪
氏
に
占
領
さ
れ
た
京
都
を
遁
れ
て
肥
後

に
蹄

つ
た
が
、

一
方
武
重
の
上
洛
中
、
武
茂
、

武
敏
は
よ
く
協
力
し
て
勤

王
の
兵
を
あ
げ
鎭
西

に
活
躍

し
た
。
延
元
元
年
二
月
、
武
敏
は
太
寮
府

に
於
け
る
少
武
貞

経
を
討
ち
、
有
智
山
城
に
こ
れ
を
討
伐
し
、
三
月

二
日
に
は
多
々
良
濱
に
奪
氏
の
軍
勢
を
遽

へ
て
激
戦
し
た
・

こ
の

戦

に
は
惜
敗

し
て
肥
後
に
退
い
た
が
、
そ
の
後
も
奪
氏
の
残
し

た
九
州
探
題

一
色
氏
と
幾
度

か
の
抗
…載
を
繰
返
し
て

ゐ
る
。
武
重
が
肥
後
に
蹄

つ
て
か
ら
の
菊
池

一
門
は
、
或
は
探
題

一
色
氏
を
肥
後

に
遽
撃

し
、
或
は
進
ん
で
筑
後

に

侵
入
し
、
或
は
少
武
頼
術
と
筑
後
の
石
垣
山
に
戦
ひ
、
-或
は
之
を
肥
後
に
逮
撃

す
る
等
、
延
元

二
年
よ
り

三
年
に
か
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け
て
は
正
に
轄
戦
叉
轄
載

の
獣
態

で
あ

つ
た
。
延
元
四
年
、
後
醍
醐
天
皇
崩
御

の
悲
報

に
接
し
た
武
重
は
、
そ
の
後

爾
三
年

(
興
國
二
年
か
)
に
し
て
自
ら
も
亦
没
し
た
。
曾

て
京
洛

に
於
て
は
親
し
く
後
醍
醐

天
皇

に
雇
從
し
奉
り
、

か
ね
な
が

延
元
元
年

に
は
懐
良
親
王
御
下
向
の
御
先
鵬
と
し
て
宮

三
位
中
將
を
迎

へ
奉
り
、
延
元
四
年

に
は
後
醍
醐
天
皇
崩
御

の
報
に
接
し
て
厚
く
佛
事
を
螢

ん
で
後
自
ら
長
逝
し
九
武
重
は
、
菊
池

一
門
と
し
て
は
何
と

い
つ
て
も
、
建
武
中
興

の
大
業

の
最
高
潮
期
に
遭
遇
し
た
も
の
と
言
ひ
得

る
が
、
我
々
は
又
こ
の
時
代
が
菊
池

一
門
と
大
智
灘
師

と
の
關
係

ひ
と

が
最

も
深
か

つ
た
こ
と
を
も
記
憶

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
武
重
の
後

に
は
弟
武
士
が
よ
く
そ
の
志
を

つ
い
で
、
勤
王
の
事

跡
見

る
べ
き
も

の
が
あ

つ
た
が
、
蒲
柳
の
た
め
、
興
國
五
年

(
二
〇
〇
四
年
)
、

職
を
退
き
、
輝
師

に
よ

つ
て
出
家

り

し
た
。
武
士
の
跡
を

つ
い
だ

の
は
兄
武
光

で
あ

る
。
武
光

の
生
涯
こ
そ
は
戦
闘
と
榮

冠
と
の
生
涯
で
あ

つ
た
。

正
李

か
ね
な
が

三
年

(
二
〇
ρ
八
年
)
に
は
征
西
將
軍
宮
懐
良
親
王
を
菊
池
城

に
迎

へ
奉
り
、
或
は
北
に

一
色
氏
を
討
ち
、
或
は
南

に
島
津
氏
を
蹄
順

せ
し
め
、
或
は
日
向
に
畠
山
氏
を
攻
略
し
、
或
は
豊
後

に
大
友
氏
を
攻
め
、
更

に
正
卒
十
四
年
八

月
に
は
か
の
有
名
な
筑
後
川
の
戦
に
於
て
四
萬
絵
の
軍
勢
を
以

て
少
戴
氏
六
萬

の
軍
勢
を
撃
破
し
、
十
六
年

に
賦
太

宰
府
を
占
領
し
、
更

に
或
は
爾
豊
に
、
或
は
筑
前
に
、
轄
戦

叉
轄
戦
、
前
後

三
十
飴
年
藪
百
回
の
職
團

に

一
回
の
敗

職
も
な
く
、
途
に
九
州
全
土
を
征
西
將
軍
官

の
勢
威

に
服
せ
し
め
、
文
中
二
年

(
二
〇
三
三
年
)
、

そ
の
偉
大
な
生

涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
巳
に
正
成
璽
く
、
顯
家
な
く
、
義
貞
な
く
、
正
行
な
く
、
親
房
な
く
、

正
に

「
勤
王
の
諸

將
前
後

に
没
し
」
た
吉
野
朝

の
藷
條

た
る
歴
史
に
於
て
、
び
と
り
燦
然
た
る
光
芒
を
放

つ
た
も
の
は

「
西
陣
僅
か
に

菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
…騨
師

(四
)
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菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
騨
師

・

(
五
)

存
」
し
た

「
臣
武
光
」

の
生
涯
で
あ

つ
た
。
大
智
輝
師

の
入
寂
は
武
光

の
死
に
先
だ
つ
数
年
、
正
準
二
十

一
年

(
二

〇
二
六
年
)
十

二
月
十
日
で
あ

つ
た
か
ら
、
武
光
以
後
の
菊
池

一
門
の
歴
史
は
今

こ
～
に
割
愛
す
る
。
以
上
建
武
中

興
前
後
に
於
け
る
菊
池
氏

の
歴
史
は
比
類
な
き
忠
節

の
歴
史

で
あ
る
。
初
後
大
義
あ
る
を
知

つ
て
家
門
の
浮
沈
あ
る

を
知
ら
す
、
時

に
腹
背

に
敵
を
受
け
、
時

に
居
城
を
侵
さ
れ
、
南
載
北
伐
、
不
挑

不
屈
、
忠
貞
を
菊
花

に
競

ふ
た
の

は
、
正
に
驚
く
べ
き
事
實

で
あ

る
。
た

ゴ
邊
域

に
居
た
爲
そ
の
名
が
そ
れ
ほ
ど
喧
傳
さ
れ
な

か
つ
た
が
、
若
し
中
央

に
居
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
楠
氏

に
ま
さ
る
と
も
劣
ら

ぬ
も
の
と
し
て
そ
の
名
を
喧
傳
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

=

然
ら
ば
か

、
る
忠
節
は

}
膿
ど
こ
か
ら
來
た
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
菊
池
氏
の
歴
史

に
よ
る
こ
と
言

ふ
ま
で
も

な

い
。
菊
池
氏
は
藤
原
鎌
足
の
後
衛
、
菊
池
則
隆

に
始
ま
り
、
爾
來

一
貫
し
て
忠
節

の
歴
史
を
も

つ
て
ゐ
た
。
承
久

の
飢
、
文
永

の
役
、
弘
安
の
役

に
も
勤

王
護
國

の
名
を
永
く
青
史

に
止
め

て
ゐ
る
。
か

～
る
歴
史
を
も

つ
武
門
の
陣

統
的
精
神
は
建
武
中
興
と

い
ふ
未
曾
有
の
大
事

に
際
會
す
る
に
及
ん
で
活
濃
に
登
揮

さ
れ
、
逡
に
か
の
誠
忠

の
史
實

と
な
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
建
武
中
興
の
大
業
が
輩
に
天
皇

の
御
私
情

に
由

來
す

る
も
の
で
は
な

く
、
よ
り

根
本
的
な
王
政
復
古

の
大
精
紳

に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
已
に
論
ぜ
ら
れ
た
と

こ
ろ

で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇

が
北
條
高
時

の
愚
昧

に
乗
じ
て
討
幕

の
兵
を
墨
げ
ら
れ
る
に

つ
い
て
は
、
巳
に
そ
れ
以
前
各
地
の
豪
族
と
蓮
絡
を
と

り
、
機
を
窺

つ
て
ゐ
ら
巾
た
の
で
あ
る
。
菊
池
武
時
が
護
良
親
王
の
冷
旨
を
奉
じ
た
乙
と
は
巳
に
述

べ
た
が
、
武
峙
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ぱ
そ
の
後
な
ほ
後
醍
醗
天
皇

の
倫
甘
及
び
錦
険
を
も
下
賜

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
武
重
の
時
代
に
懐
良
親
王
御
差
遣

の
卿

先
纒
と
し
て
宮

三
位
中
將
を
迎

へ
奉

つ
た
ご
と
は
巳

に
述

べ
た
。
か
ね
て
誠
忠

の
歴
史
愈
も

つ
菊
池
氏
は
、
こ

㌧
に

後
醍
醐
天
皇

の
崇
高
な
る
大
精
神

に
把
握

さ
れ
、
こ
れ
に
随
順
し
奉
る
こ
と

に
よ

つ
ず
、
、
そ
の
光
輝
あ

る
歴
史
を
作

る
に
至
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

併
し
我
々
が
更

に
注
意

せ
ね
ば
な
ら
兎
こ
と
は
、
當
時
家
門

の
浮
沈
の
た
め
に
は
反
覆
常
な
か

つ
た
緒
豪
族
の
こ

と
は
暫
く
之
を
論
外
と
し

て
も
、
光
輝
あ

る
歴
史
を
も

つ
勤

王
諸
家
の
う
ち
で
も
、
菊
池

一
門
の
忠
誠
は
特

に
純
粋

で
抜
群

で
あ

つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
當
時

の
あ

の
混
齪
し
た
状
勢

に
於
て
、
固
く
正
を
と

つ
て
動
か
す
、
吻
れ

ほ
ど
完
全

に
大
業
を
翼
賛
し
奉

る
を
得
た
の
は
、
確
固
た
る
信
念
と
強
烈
な
武
力
と
及
び
更
に
稀
有
の
和
合
力
と
を
、

即
ち
文
人
と
し
て
の
明
察
力
と
武
辮
と
し
て
の
武
断
力
と
、
及
び

一
門

の
無
私
協
和
の
精
紳

に
出
つ
る
團
結
力
と
を
、

具

へ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
勿
論
菊
池
氏
の
當
時
の
各
圭

の
英
魑
と
剛
毅

と
経
世
力

と
に
よ

る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な

い
が
、
併
し
そ
れ
が
藪
代

に
渉

つ
て
動
か
ぬ
家
風
と
な

つ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
我

々
は
そ
の
背
後

に
、
そ
の
藪
代

に
渉

つ
て

一
門

の
蹄
依
を
受
け
て
ゐ
た
大
智
輝
師
の
存
在
を
想
像
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
楠
木

正
成
が
明
極
楚
俊
輝
師

に
滲
膵
し
た
と
い
却
こ
と
は
已
に
更
實
で
な

い
こ
と
が
論

じ
ら
れ
た

が
、
併
し
大
智
輝
師
と
菊
池
氏
と
の
閣
係
は
絶
封

に
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
,勿
論
こ
れ
は
直
ち
に
菊
池
氏

の
誠
忠
が
全
部
大
智
輝
師
に
負

ふ
と
い
ふ
意
味
で
は
な

い
。
併
し
暉

は
必
す
し
も
常

に
理
論
的
形
態
を
も

つ
て
陽
に

菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
輝
師

.

(六
)
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菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
暉
師

(
七
)

働
く
も
の
で
は
な
い
。
時

に
却

て
密

々
の
う
ち

に
曇
り
な
き
大
信
念
と
絶
大
の
實
行
力
と
を
現
實
的

に
附
與
す
渇
も

の
で
も
あ
る
。
大
智
灘
師

は
恐
ら
く
か
や
う
な
無
相

の
方
法
に
よ

つ
て
、
菊
池
氏
の
縛
統
的
誠
忠
精
神
を
肯
定
し
、

深
化
し
、
錬
鍛
し
、
途

に
菊
池

一
門
を
し
て
か
の
無
比
の
誠
忠
史
を
作
ら
し
め
た
も
の
で
は
な

か
ら
う
か
。
以
下
な

る
べ
く
、
あ
ら
は
れ
た
記
録
を
拾

つ
て
、
菊
池
氏
の
誠
忠
の
背
後

に
於
け
る
大
智
輝
師

の
存
在
を
想
起
し
て
見
た

い

と
思

ふ
。

三

大
智
灘
師

は
肥
後
宇
土
郡
長
崎
村
の
産
、
正
鷹

三
年

(
一
九
五
〇
年
)
で
あ
る
か
ら
、
無
相
大
師

よ
り
十
三
年
、

大
燈
國
師
よ
り
八
年

の
年
少
で
あ
り
、
楠
木
正
成
と
同
年

で
あ

る
。
永
仁

四
年
、
七
歳

に
し
て
同
國
大
慈
寺
の
塞
巖

義
ヂ
灘
師

に
つ
い
て
出
家

、
正
和
三
年
、

二
十
五
歳

の
と
き
元

に
遊

ひ
、
十
年

の
後
、
正
中
元
年
、
三
十
五
歳

の
と

き
加
賀
石
川
郡
宮
腰
津
に
蹄
着
し
、
能
登
に
螢
山
輝
師
を
訪
ひ
、
嘉
暦

二
年

(
一
九
八
七
年
)
加
賀
河
内
荘
吉
野
郷

に
獅
子
山
砥
陀
寺
を
開
創
し
た
が
、
後
、
肥
後

に
蹄

つ
た
。
肥
後
に
蹄

つ
た
年
月
、
從

つ
て
輝
師
と
武
時
と
の
關
係

の
有
無

に
つ
い
て
は
大
に
論
孚
が
行
は
れ
て
來
た
が
、
今
は
こ
れ
に
鯛
れ
ぬ
こ
と

、
す
る
。
何
れ
に
し
て
も
暉
師
は
,

吃＼

肥
後
に
か

へ
つ
た
後
、
菊
池
氏
の
蹄

依
を
受
け
、

延
元
三
年

に
は
武
重

に
よ

つ
て
菊
池
郡
穴
郷
斑
蛇

口
山

に
鳳
儀
山

聖
護
寺

の
寄
進
を
受
け
た
。
鳳
儀
山
に
於
け
る
暉
師
の
生
活
が
如
何

に
充
足
し
た
脱
塵

の
荏
活

で
あ

つ
た
か
は
大
智

輝
師
偏
碩

に
牧
録

さ
れ
て
ゐ
る

「
鳳
山
山
居
」

の
詩
八
首
に
よ

つ
て
窺
ひ
得

る
。
そ
の
う
ち
の

一
首

に

「
草
屋
輩
丁

、
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二
十
年
、
未
ト持
二

鉢

望
入

煙
L
と
い
ふ
句

か
あ

る
に
よ

つ
て
わ

ρ
る
や
う
に
、
灘
師

は
こ

、
に
約

二
十
年
住
し
て

後
、
正
李
十

一
年

(
二
〇

一
六
年
)
の
頃
、
武
澄
の
登
願
に
よ

つ
て
寄
進

さ
れ
た
玉
名
郡
石
貫
村
の
紫

陽
山
廣
顧
寺

に
移

り
、
晩
年
更

に
島
原
高
來
郡
水
月
庵

に
轄
じ
、
正
準
二
十

一
年
十

二
月
、

こ
の
水
月
庵
で
示
寂
し
た
。
年
七
十

七
で
あ

つ
た
。

-

灘
師

に
封
す

る
菊
池

一
門
の
蹄
依
が
如
何
に
篤
か

つ
た
か
は
藪

々
の
廣
頑
寺
文
書
が
物
語

つ
て
ゐ
る
。
武
時
の
輝

師

に
封
す
る
關
係
は
必
す
し
も
明
ら
か
で
な

い
。
併
し
廣
輻
寺
文
書
の
う
ち

に
、
灘
師
の
筆

で
寄
進
羅
迦
山
の
端
書

な
る
も
の
が
あ

る
Q
そ
の
文
は
、

一、
當
國
國
司
菊
池
衣
郎
武
重
、
爲
令
法
久
住
所
寄
進
被
申
自
筆
釈
、
元
弘

二
二
年
甲
戊
正
月
二
十
五
日
到
來
、
勧

進
願
圭
比
丘
大
智

(
花
押
)

層

,

L

所
奉
寄
進
干
肥
後
國
繹
迦

山
也
L

と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
元
弘
三
年
三
月
十

三
日
、
武
時
載
死
の
翌
年
、
元
弘
四
年
正
月
二
十
五
日
に
、
大
智

輝
師
は
武
時

の
嫡
男
武
重

に
よ

つ
て
繹
迦
山
を
寄
進
さ
れ
て
ゐ
る
程
菊
池
氏
と
深

い
關
係
に
あ

つ
た
、
と

い
ふ
こ
と

を
示
す
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

つ
て
推
察
す
れ
ば
大
智
灘
師
が
加
賀
か
ら
肥
後

に
蹄

つ
た
の
は
比
較
的
早
か

っ
た

む

の
と

い
ふ
べ
く
、
當
然
武
時
と

の
關
係
も
か
な
b
密
で
あ

つ
た
こ
と
を
推
察
し
得
る
。
武
重

の
蹄
依

の
篤
か

つ
た

こ
と
は
こ

》
に
喋

々
す
る
ま

で
も
な

い
。
武
重
關
係

の
文
書

の
う
ち
代
表
的
な
も
の
は
延
元
三
年

三
月
二
十
七
日
附

菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
暉
師

、

(
八
)

玉67



菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
揮
師

(九
)

の

鳳
…儀

山
聖
護

寺

の
敷

地

の
寄
…進
歌

で
あ

る
。

こ
れ

に

は

二
通

あ
り
、
一
通

は
堺

を

示
し
、
一
通

は

添
状

で
あ

る
が
、

そ

の
添

状

の
う

ち

に
は
寄
進

の
趣

旨
を

記

し

て
衣

の
や
う

に
言

つ
て
ゐ

る
。

撫

き
罐

ん
し
た
て
ま
つ
る
心
さ
し
は
大
塘
し
や
硅
人
牌

㍉
ん
警

磁
や
く
の
沸
に
お
い
て
鶏

の
し
軒
う

法

商

量

宿

願

深

重

涛

浮

堅

固

信

ほ
う
を

せ
う
り
や
う
し
給

ふ
し
ゆ
く
ぐ
わ
ん
し
ん
ち
う
に
ま
し
ま
す
あ

い
た
武
重
し
や
う
く

け
ん
こ
の
し
ん
し

心

鑑

未

來

際

寄

附

ん

を

こ
し

て
た
う

山

入

に
て
し
ん

み
ら

い
さ

い
大
ち

し

や
う

人

に
き

ふ
し

た

て
ま

つ
る
こ
こ
ろ

な

り
た

～
し

の
ち

佳

持

職

以
下

.

小

公

事

孫

々

綺

開

山

上

ち
う
ち
し
よ
く
い
け
大
せ
う
こ
う
し

の
事
武

重
か
子

々
そ
ん
く

な
か
く
あ
い
い
ろ
う

へ
か
ら
す
か
い
さ
ん
し
や

付

法

相

傳

門

弟

大

法

燈

相

綾

彌

勒

下

生

晟

う

人

の
ふ
ほ

う
も

や
う

て
ん

の
も

ん

て
い
た

い

ほ
御
と

う
を

し

や
う

そ
く

し
て

み
ろ
く

け
し

や

の
あ

し
た

に

い
た

加

被

護

念

る
ま

て
だ

ん
ぜ

つ
せ
し

め
さ
ら

ん

た
め
な

り

ふ
し

て
ね

が
は

く
は
佛

租

か
ひ

こ
ね

ん
し

給
ひ

て
家
門

ひ

さ
し

く

さ

遣

守

本

朝

鎭

將

伍

忠

朝

家

か

へ
候

て
子
孫

…
…

天
た
う

ま

ほ

て
な

か

く
ほ

ん

て
う

の
ち

ん
し

や
う

た
ら

ん
よ

て
ち
う

を

て

う

か

に
い
た

し

て

正

法

護

持

寄

進

歌

件

如

,

し
や

う

ほ
う
を

こ
ち

し

た

て
ま

つ
ら

ん
た

め

き
し

ん
し

や
う

く
た

ん

の
こ
と

し

ゑ

ん
げ

ん

三
ね
ん

三
月

二
十

七

日

ふ
じ

は
ら

の
武

重

(
花

押
)
L

こ
れ

に

よ

つ
て
武

重

の
敬
慕

の
情

の
如

何

に
切
な

る
も

の

で
あ

つ
た
か

.、
わ

か

る
。

廣
藤
寺

文

書

の
う
ち

に
は

、

こ

の
外

に
武

重

。
武

茂

。
武

敏
。
武

直
。
武

貞

、
時

基

、
武

世

、
惟
武

、
武

澄

、
長

弘
等
。

乙
阿

迦

丸

(
武

光

)
ゆ

武

士

。
武

澄
等

の
寄
…進
状
、

起
請

文
、
消

息

、
螢

願
文

等
が

あ

る
。
武

時

に
は
武

重
を

頭

に
男

十

五

人
、
女

一
人

が

あ

つ
た
。

そ

の
う

ち

三
人

は
早

く
戦

死

し

て
ゐ

る
か
ら

、
菊

池

一
門

を
基

げ

て
輝
師

に
蹄

依

し
、

輝

師

は
宛
然

菊

池
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一
門

の
精
紳
的
蹄
趨

で
あ

つ
た
こ
と
が
ト

こ
れ
ら
の
文
書

に
よ

つ
て
窺
ひ
得
ら
れ
る
〇

四

・殊

に
武
時
は
寂
阿
と
號
し
、
武
重
は
寂
山
と
號
し
て
ゐ
た
し
、
更
に
武
士
は
二
十

一
歳

の
と
き
輝
師
に
よ
つ
て
出

家
し
て
租
暉
寂
照
と
號
し
た
こ
と
を
思

へ
ば
、
輝
師

は
菊
池

一
門

に
と

つ
て
歓

ぐ
べ
か
ら
ざ
る
大
法
の
師

で
あ

つ
た

こ
と
が
推
察
し
得
ら
れ
る
。
恐
ぢ

く
菊
池

一
門
は
老
若
を
問
は
す
、
野
戦
攻
防
の
問
に
は
輝
師

の
も
と
に
参
じ

て
心

膿

を
錬
り
且

つ
信
念
を
固
め
て
ゐ
た
こ
と

で
あ
ら
う
。
大
智
暉
師
偶
頚

の
う
ち
、
「
雪
中
示
昌寂
山
一五
首
」

一
夜

庭

前

三

尺

雪

寒

威

徹
レ骨

立

人

稀

少

林

断

管

得

髄

旨

只

許

癖
レ身

來

者

知

乃
至白

銀

世

界

破

璃

地

一
色

明

邊

絶
呂織

埃
一

更

把
昌虚

塞
一粉

確

看

不

萌

枝

上

放
レ花

開

は
明
ら

か
に
雪
中
に
鳳
儀
山
を
訪
れ
て
心
要
を
問
う
た
武
重

に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存

の
假
名
法
語
及
ひ

十

二
時
法
語
も
亦
武
重
の
た
め
に
草

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
は
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
李
易
の
う
ち

に
直

に
最
も
本

質
的
な
も
の
を
指
示
し
て
ゐ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
お
。
こ
れ
に
よ

つ
て
見
れ
ば
縄
師
と
菊
池

一
門
と
の
關

係
は
か
な
り
内
的
な
も
の
で
あ

つ
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
得

べ
く
、
他
も
ま
た
こ
れ
に
準

じ
て
知
る
べ
き

で
あ

る
。

菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
輝
師

(
一
〇
)
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菊
池
氏
の
誠
忠
と
大
智
暉
師

(
一
一
)

か
や
う
に
菊
池

一
門

の
墾
輝
は
か
な

り
熾
烈
な
も
の
で
あ

つ
た
が
、
併
し
菊
池

一
門
は
暉
師
の
下
に
於

て
輩

に
心

要
を
聴
き
心
謄
を
錬

つ
た
だ
け

で
は
な
か
つ
た
。
前

に
述

べ
た
色

々
の
起
請
文
、
消
息
類
は
決
し
て
心
要

に
關
す
る

も
の
で
は
な
い
。
大
抵
は
人
倫

に
つ

い
て
の
誓
願
書
で
あ
る
。
例

へ
ば
延
元
三
年
八
月
十
五
日
の
武
茂
の
起
請
文
の

第

二
項

に
は

、
一

己
欲
の
た
め
、
親
疎

に
よ
り
て
、
五
常
の
道

に
そ
む
く
べ
く
は
、
世
に
あ
る
べ
か
ら
す
候
、
そ
れ
も
愚
闇
の

も

　

　

も

　

あ

も

　

身

に
て
候
問
、
正
理
を
不
辮

し
て
め
や
ま
り
候

は
ん
時
は
、
御

い
さ
め
に
鷹
じ
て
、
や
が
て
正
路

に
本
つ
く

べ

く
候

と
言

つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
武
重
の
時
代
に

「
寄
合
衆
」
な
る
菊
池
家
協
議
制
度
が
出
來
た
と
き
、
そ
の
寄
合
衆

の

最
初
の
管
領

で
あ
る
武
茂
が
、
右
寄
合
衆
な
る
新
家
憲
と
共
に
輝
師

の
下
に
納
め
た
起
講
文

の

一
項
で
あ
る
。
興
國

び

三
年
八
月
七
日
附
、
乙
阿
迦
丸
の
起
請
文

に
憾
「
一

奉
布
施
身
命
於
佛
租
正
法
之
間
、
縦
錐
催
頭
目
髄
騒
、
登
願
之

ね

も

　

　

も

　

り

　

　

後
、
不
可
奉
敢
違
背
師
命
候
」

の

一
項
が
あ
る
。
武
重
の
跡
を

つ
い
だ
武

士
が
そ

の
職
を
退
二
に
當

つ
て
も
、
そ
の

旨
披
露

の
手
績

を
請
う
た
文
書
を
、
興
國
五
年

正
月
十

一
日
附
を
以
て
照
師

の
下
に
差
出

し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ち
に
よ

つ
て
灘
師
は
菊
池

一
門

に
封
し
て
、
軍

に
出
世
の
正
師

で
あ

つ
た

の
み
な
ら
す
、
爾
進
ん
で
家
門

の
大
事
や
世
道

人

倫
に
っ
い
て
も
適

切
な
助
言
と
垂
誠
と
を
輿

へ
る
慈
父
で
も
あ
り
、
師
傅

で
も
あ

つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
菊
池

一
門

が
か
や
う
な
關
係

に
あ
る
灘
師

の
下
に
得

た
で
あ
ら

う
も
の
、
う
ち
、
今

こ
～
に
特
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
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傳
統
の
誠
忠
精
紳

に
封
す
る
愈

ヨ
固
き
信
念
と
、
他

に
は
絶
封

に
類
例
を
見
な

い
麗
し
い
家
門
の
和
合
團
結
と
で
あ

る
。我

々
は
大
智
暉
師
の
忠
誠

の
思
想
を
膿
系
的
に
知
る
こ
と
を
得
な

い
。
併
し
輝
師
は
二
十
五
歳
よ
り
十
年
間
、
元

に
遊
ん
だ
と

い
ふ
特
殊
の
輕
歴
を
持

つ
て
ゐ
る
。
勿
論
輝
師

の
入
元
は
道

の
た
め
で
あ

つ
た
。
併

し
こ

、
に
注
意

せ

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
灘
師

は
元

に
於
て
日
本
の
縄

の
高
さ
と
い
ふ
こ
と
を
痛
域
し
た
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
大
智
輝
師
偏
頚
所
牧
の

「
邊
量信
之
　大
元
巳

の
詩
藪
首

の
う
ち
に

冷

媛

分

明

只

自

知

男

兜

堂

可
レ被

入

歎

「

・

　

　

　

ぬ

　

も

　

　

　

も

ら

も

　

も

莫
ド將

肩

本

眞

金

貴
'

博

易

大

唐

鍮

子
一蹄
上

の

一
首
が
あ

る
に
よ

つ
て
知
り
得
る
℃

恐
ら
く
暉
師
は
こ
れ

に
附
随
し
て
、
異
域
の
國
情

に
日
本
的
な

る
も
の
～

高

さ
を
、
そ
し
て
又
わ
が
皇
國

の
特
異
性
と
奪
貴
さ
と
を
も
痛
威
し
た
こ
と

で
あ
ら
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
南
宋
儒
學

の
護
國
思
想
及
び
南
宋
職

の
三
教

一
致
思
想
を
織
承
し
た
當
時
の
麗
界

の
傾
向
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
極
"

め
て
李
坦
に
患
想
的

に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
蹄
來
、
菊
池

一
門
に
封
し
て
、
五
常
の
道
こ

そ
人
侮

の
大
本
で
あ
り
、
忠
誠

こ
そ
は
直

に
正
法
護
持
の
所
以
で
あ
る
こ
と
を
高
調
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
前
掲
、

延
元
三
年
三
月
二
十
七
日
附
、
武
重
寄
進
歌

に
も

「
子
孫
貞
心
に
し
て
武
略
を
天
道

に
守
り
て
永
く
本
朝

の
鎭

將
た

も

　

も

　

　

　

も

も

　

　

　

　

　

　

も

　

　

も

　

き

ら
ん
、
防

て
忠
を
朝
家

に
い
た
し
て
正
法
を
護
持
し
奉
ら
ん
」
と
云
ひ
、
延
元
三
年
八
月
十
五
日
附
武
茂
起
請
文
に

菊
池
昏

誠
忠
と
大
智
暉
師

(
一
三
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購
池

氏
の
誠
忠
と
大
智
輝
師

〔
こ
ご

も

、

、
4

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

「

武
茂

弓
箭

の
家

に
生
て
、
朝
家

に
任
ふ
る
身
た
る
間
、
天
道
に
鷹

て
正
直

の
理
を
以
天
、
家

の
名
を
あ
げ
、

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

朝

恩

に
浴

し

て
身

を

立

せ
ん

こ
と
は
、

三
寳

の
御

ゆ

る
さ

れ
を

か
う

ぶ
る

べ
く
候

、
其

外

私

の

名
聞

己
欲

の
た

め

に
、
義

を
わ

す
れ
、

恥
を

か

へ
り

み
す
、

當
世

に

へ
つ
ら

へ
る
武

士

の
心
を
塞

が

く
離

べ
く
候

も

も

　

　

一

己
欲

の
た

め
、
親

疎

に
よ

り

て
、
五
常

の
道

に
そ
む

く

べ
く

は
、
世

に
あ

6

べ
か
ら

す

候

、

そ
れ

も
遇
闇

の
身

に

て
候
問

、

正
理

を

不
辮

し

て
、
あ

や

ま
り
候

は

ん
時

は
、

御

い
さ
め

に
鷹

じ

て
、

や
が

て

正
路

に
本

つ

く

べ
く

候

(
前

掲

)

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

一

巳
前
の
二
箇
條
の
道
を
守
候
は
ん
事
は
、
當
世
難
義
の
事

に
候
と
錐
も
、
繹
迦
牟
尼
佛

の
正
法
を
護
持
し

幽

も

　

　

も
ら

　

　

も

　

　

　

奉
、
そ
の
志
至
誠

に
存
候
聞
、
條

々
登
願

に
、
若
め
や
ま
り
お
か
し
候
罪
過

に
依
天
、
天
罰
を
受
候
と
錐
も
、
末

代
當
二
正
法
破
滅
之
時
}、
た
と
ひ

一
日

一
夜

に
て
も
、

正
法
を
護
持
し
奉
ら
ん
信
心
を
、
此
身

に
お
こ
し
候
功
徳

　

　

た

　

　

　

も

　

　

　

　

　

を
随
喜

し
候
に
依
天
、
先
在
家

正
直

の
癩

を
立
候
所
也
、
此
願
あ
き
ら
か
に
三
寳
龍

天
の
照
鑑
あ
を
ぎ
奉
候
、
護

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

法

の
志
よ
り
ほ
か
は
柳
も
私
の
望
は
な
く
候
也
、
此
願
眞
實
に
し
て
天
心
に
通
じ
候
は
ゴ
、
ね
が
は

丸
は
、
繹
奪

正
法
至
昌慈
奪
出
世
一断
絶
な
く
し
て
、
法
界
衆
生
を
濟
度
し
て
同
謹
該法
性
之
身
一。
」

　

　

　

　

も

　

も

も

も

　

も

も

と
言

つ
て
ゐ
る
。
興
國
三
年
八
月
七
日
附
乙
阿
迦
丸
起
請
文
に
も

「
随
分
外
順
五
常

天
理
、
内
行
大
乗

心
法
、
爲

大
法
内
外
護
、
可
奉
護
持
佛
湘
…正
法
候
」

の

一
項
が
あ
り
、
興
國
五
年
正
月
十

一
日
附
武
士
の
書
状

に
も

「
武
士
天
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も

も

　

　

　

　

　

　

を

　

も

　

　

性
愚
昧
不
レ辮
昌天
道
之
正
理
一、

是
以
爲
レ君
爲
レ家
若
於
下可
レ爲
昌後
代
之
難
振

舞
有
"之
者
云
云
L

の
交
句
が
あ
る
。
こ

れ
ら

に
よ
つ
て
灘
師
が
菊
池

一
門

に
封
し
て
常

に
垂
誠
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
こ
と
の
輪
廓
を
察
し
得
る
。
菊
池

一
族

は
墾
灘

の
折

々
に
垂
誠
さ
れ
る
五
常
即
天
理
、
忠
誠
即
正
法
護
持
の
所
以
を
澄

心
に
銘
記
し
、
以
て
熟
鐵
誠
忠

の
精

紳
を
養

つ
た
も
の
で
み
ら
う
。

併

し
誠
忠

の
實

は
観
念

の
み
を
以

て
は
墨
げ
ら
れ
な

い
。
干
父
は
常

に
最
汽
現
實
的
で
あ

る
。
殊

に
菊
池
氏
の
場

合
の
や
う
に
数
代
に
渉

つ
て
南
戦
北
伐
、
幾
十
幾
百

の
職
を
績
け
る
に
は
、
武
技
兵
術
は
勿
論
、
纒
世
の
術
に
も
堪
能

で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
所
謂
物
心
爾
面
に
渉

つ
て
総
力

一
致
を
要
す
る
こ
と
は
昔
も
今
も
同
じ
で
あ
る
。
勿
論
大
智

輝
師

は
山
居
脱
塵
の

一
閑
人
で
あ

る
か
ら
、
直
接
こ
れ
ら
の
こ
と
に
關
輿
し
た
筈
が
な
い
。
併
し
我

々
が
注
意

せ
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
灘
師
が
知
ら
す
し
て

一
隻
手
を
出
し
、
菊
池

氏
忠
誠
の
現
實
に
貢
献
し
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
。

縄
師
が

一
族

の
和
合
團
結
の
精
紳
的
中
心
で
あ

つ
た
と
い
ぶ
こ
と
が
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。
己
に
述

べ
た
延
元
三
年
七

月
ご
十
五
日
武
重
血
到

の

「
寄
倉
衆
内
談
の
事
」
な
る
交
書
は
、
武
重
を
中
心
に
し
た

つ
管
領
以
下
内
談
衆

一
統
L

の

一
門
合
議
制
度
の
確
立
に
附
随
し
て

「
堅
く
焼
畑
を
禁
制
し
、
山
を
爾
し
て
茂
生
の
樹
を
増
し
、
家
門
正
法
と
共

に
龍
華

の
曉
に
及
ば
ん
こ
と
を
念
願
す
べ
」
き
を
誓

つ
た
も
の
で
あ
り
、
興
國
三
年
八
月
十

日
附
武
士
血
到
の
天
罰

起
請
文
は

「
政
道

の
事
は
、
衆
人

の
議
匿

々
な
り
と

い
ふ
と
も
、
正
直

の
議
を
本
と
す

べ
く
、
假
令
武
士
勝
れ
た
る

議
を
申
す
と

い
ふ
と
も
、
封
馬
殿
林
原
殿
島
崎
殿
須
屋
殿
の

一
統
な

く
ば
、
我
議
を
捨
て
ら
る
可
く
候

云
云
」
以
下
、

莇
刑池
氏
の
誠
忠
と
大
智
…騨
師

(
一
四
)

跳
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菊
池

氏
の
誠
忠

美

智
暉
師

(
一
五
)

同
じ
く
協
和

と
い
ふ
こ
と
を
張
調

レ
た
三
項
目
よ
り
成

つ
て
ゐ
る
。
當
時

の
菊
池
氏
の
や
う
に
、
四
方
に
敵
を
も
ち
、

同
時

に
こ
れ
ら
を
攻
略
す
る
必
要
の
あ
る
場
合

に
は
」
こ
の

一
門
の
和
合
團
結
と

い
ふ
こ
と
が
特
に
必
要
な
も
の
で

あ
る
こ
と
は
言

ふ
ま
で
も
な

い
。
然

る
に
武
重
に
は
己
に
述

べ
た
や
う
に
兄
弟
十
五
人
あ
り
、
近
親
ま
た
歎
家
が
あ

つ
た

に
關
ら
す
、

一
人
の
叛
逆
者
を
も
出

さ
す
、
相
寄

つ
て
外
敵
に
當
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
よ
く
勤

王
の
大
義
を
登

う
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
當
時
の
他

の
如
何
な
る
氏
族
に
も
そ
の
例
を
見
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

、
に
我
々
は

そ
の
背
後
に
大
智
灘
師

の
存
在
を
想
像
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
菊
池
氏
の
雪
よ
り
も
白
き
忠
節

の
歴
史
の

一
牛
は
大
智

灘
師

に
蹄

せ
ら
れ

て
も
不
當

で
は
な

い
で
あ
ら
う
。

附
記

去

る
七
月

,
本
誌

が
特
輯
號
と
し

て

「
興

騨
護
國
」
號

を
畿
刊
す
る
プ
ラ

ン
を
立

て
た
と
き
、
私

は
か
ね
ぐ

の
關
心
も
あ

つ
た

こ
と

Σ
て
、

大

智

灘

師

に

つ

い
て
論

ず

る

こ

と

』
し

、

大

髄

の
草

稿

を
作

つ
て
見

た

。

然

る

に
九

月

下

旬

、

中

外

日
報

紙

上

に
村

上

素

道

師

の
、

丁
度

こ

の
問

題

に

關

す

る
高

論

を

拝
讃

し

た

の
を
機

會

に
、

李

泉

博

士

の
御

研

究

を

も
拝

讃

す

る

に
及
ん

で
、

問

題

の
重
大

さ

に

一
驚

す

る

と

共

に
、

と

る
に
足

ら

ぬ
丈

に
し

て

も

、
門

外

漢

の
自
分

が

こ

の
際

こ
の
問

題

に
鰯

れ

る

こ

と

は
、

ど

う

か

と

も
思

っ
た

の

で
あ

る
が
、

併

し

何

分

本

誌

へ
の
責

を
果

さ
ね

ば

な

ら

ぬ

の

で
、

と

に

か

く
護

表

す

る

こ

と

エ
し

た

。

そ

ん

な

わ

け

で

、

こ

れ

は
門

外

漢

の
自

分

が
專

門

家

の
論

璽

に
参

加

す

る

と

い
ふ

如

き
潜

越

な
目

的

か

ら

執

筆

し

た

も

の

で

は
な
・い
こ
と

を
、

こ

x

に
附

詑

し

て
お

く

。
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